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※2事後報告

【佐賀県薬事審議会における認定薬局に係る調査審議方法について】

開催頻度 年１回程度

＜佐賀県＞
佐賀県が認定した認定薬局数等について、薬事審議会に事後報告する形式

※厚生労働省資料抜粋
認定にあたっては、地方薬事審議会等の審議

（事後報告を含む）を想定。その場合、委員へ
の書面送付による確認等事務負担の少ない手
続を基本とする。

※1書面審査

※1【認定（書面）審査】
〇審査基準及び指導基準に基づき認定。

※2【事後報告内容】
〇認定薬局件数
〇認定薬局申請書内容及び審査内容を報告
〇認定に至らなかった事例及び相談等の事例を報告

→ 御意見を踏まえ、翌年の認定更新に向けた指導や指導基準の見直しを行う等、
県の施策に反映。
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○ 薬剤師・薬局を取り巻く状況が変化する中、患者が自身に適した薬局を選択できるよう、以下の機能を有すると認められる薬局に
ついて、都道府県の認定により名称表示を可能とする。

・入退院時の医療機関等との情報連携や、在宅医療等に地域の薬局と

連携しながら一元的・継続的に対応できる薬局（地域連携薬局）

・がん等の専門的な薬学管理に関係機関と連携して

対応できる薬局（専門医療機関連携薬局）

地域連携薬局 専門医療機関連携薬局

特定の機能を有する薬局の認定

〔主な要件〕
・関係機関との情報共有（入院時の持参薬情報の医療機関への提供、退院時カ
ンファレンスへの参加等）

・夜間・休日の対応を含めた地域の調剤応需体制の構築・参画
・地域包括ケアに関する研修を受けた薬剤師の配置
・在宅医療への対応（麻薬調剤の対応等） 等

〔主な要件〕
・関係機関との情報共有（専門医療機関との治療方針等の共有、患者が利
用する地域連携薬局等との服薬情報の共有等）

・学会認定等の専門性が高い薬剤師の配置 等

患者のための薬局ビジョンの
「かかりつけ薬剤師・薬局機能」に対応

患者のための薬局ビジョンの
「高度薬学管理機能」に対応

※都道府県知事の認定は、構造設備や業務体制に加え、機能を適切に発揮していることを実績により確認する。このため、１年ごとの更新とする。
※一般用医薬品等の適正使用などの助言等を通して地域住民の健康を支援する役割を担う「健康サポート薬局」(薬機法施行規則上の制度)については、引き続き推進する。

＜専門性の認定を行う団体＞
●日本医療薬学会（地域薬学ケア専門薬剤師（がん））
●日本臨床腫瘍薬学会（外来がん治療専門薬剤師）
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【主な認定要件】
○患者に配慮した構造設備
・プライバシーに配慮した相談しやすい構造設備（ﾊﾟｰ
ﾃｨｼｮﾝ等）

○医療提供施設との情報共有
・地域ケア会議等への定期的な参加
・地域の医療提供施設との情報連携体制の整備・実績

○業務を行う体制
・24時間・休日対応
・地域の薬局への医薬品提供体制
・麻薬・無菌製剤調剤実施体制
・医療安全対策の実施
・地域包括ケアシステムに係る研修修了薬剤師の確保

○在宅医療への対応
・在宅医療に関する取組の実績
・必要な医療機器及び衛生材料等の提供体制

地域連携薬局

地域連携薬局

入退院時の医療機関等との情報連携や、在宅医療等に地域
の薬局と連携しながら一元的・継続的に対応できる薬局

【認定要件 詳細】
○審査基準及び指導基準
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【主な認定要件】
○患者に配慮した構造設備
・プライバシーに配慮した相談しやすい構造設備
（座って服薬指導を受ける個室等）

○医療提供施設との情報共有
・専門医療機関との会議への定期的な参加
・専門医療機関に対する情報連携体制の整備・実績

○業務を行う体制
・24時間・休日対応
・地域の薬局への医薬品提供体制
・麻薬調剤実施体制
・医療安全対策の実施
・がんに係る専門性を有する薬剤師の確保
・地域の他の薬局に対するがんに関する研修の定期的
な実施

専門医療機関連携薬局

専門医療機関連携薬局

がん等の専門的な薬学管理に関係機関と連携して対応できる薬局

【認定要件 詳細】
○審査基準及び指導基準

7



制度の周知状況
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〇認定薬局制度説明会
・日 時 令和３年5月25日 19:30～20:30
・会 場 佐賀、鳥栖、唐津、武雄 計４会場
・方 法 佐賀県薬剤師会館で開催、他３会場はオンライン配信

佐賀県薬剤師会HPに説明会動画を掲載
・概 要 認定薬局制度の概要説明、認定薬局申請手続き、

審査基準及び指導基準等の説明
・参加者数 107人

〇認定薬局制度に関する県HP公開
・公開時期 令和３年６月21日から公開開始
・内 容 認定薬局制度概要、申請手続き、受付窓口、認定取得薬局一覧等

〇薬局の新規許可相談時に、認定薬局取得について意向確認

〇薬と健康の週間に合わせたイベント「くすりのふるさと佐賀」でチラシの配布（R6～）
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認定薬局の状況について
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「地域連携薬局」県内一覧（令和８年１月３１日時点）

日本調剤佐大鍋島薬局
佐賀市鍋島5-1-1
0952-36-7330
認定年月日:令和7年10月１日

虹の薬局
佐賀市神野東4-9-21
0952-32-2077
認定年月日:令和6年4月1日

タイヘイ薬局 メディカルモールおぎ店
小城市三日月町⾧神田2173-1
0952-72-2228
認定年月日:令和3年9月1日

あんず薬局
小城市小城町松尾4091-1
0952-97-5507
認定年月日:令和4年4月1日

あさひ薬局 松南店
唐津市鏡新開39
0952-77-6020
認定年月日:令和5年3月1日

虹の薬局 多久店
多久市東多久町別府3245-23
0954-71-2087
認定年月日:令和7年3月１日

さくら新武雄病院前薬局
武雄市武雄町富岡12624-1
0954-26-9650
認定年月日:令和4年12月1日

タイヘイ薬局 メディカルモール白石店
杵島郡白石町福吉1836
0955-71-5115
認定年月日:令和3年9月1日

タイヘイ薬局 Aコープ店
杵島郡白石町福田1439-2
0952-71-5333
認定年月日:令和4年2月1日

７

８

昨年度の佐賀県薬事審議会から、新たに追加
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日本調剤佐大鍋島薬局

虹の薬局 多久店

昨年度の佐賀県薬事審議会から、削除

タイヘイ薬局 小城店

そうごう薬局 塩田店
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２
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「専門医療機関連携薬局」県内一覧（令和８年１月３１日現在）

タイヘイ薬局 メディカルモールしろいし店
杵島郡白石町福吉1836
0952-71-5115
認定年月日:令和３年９月１日

タイヘイ薬局 メディカルモールおぎ店
小城市三日月町⾧神田2173-1
0952-72-2228
認定年月日:令和３年９月１日
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認定薬局の状況について

11



（参考）佐賀県 薬局

513薬局（Ｒ7.3.31時点）
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地域別 薬局分布状況

※佐賀県の面積:２,４００平方キロメートル
※１０市１０町構成。 12

佐賀県薬局数

全国 薬局数

63,203薬局（Ｒ7.3.31時点）



認定薬局の状況について

「地域連携薬局」全国一覧

13

３４徳島県４３滋賀県６７３東京都２０１北海道

５８香川県１１８京都府３６１神奈川県３０青森県

４２愛媛県２９１大阪府１０１新潟県３８岩手県

２５高知県１８２兵庫県１３山梨県１０３宮城県

１２０福岡県３４奈良県６５⾧野県２５秋田県

９佐賀県１３和歌山県４０富山県３４山形県

３１⾧崎県３１鳥取県３０石川県８２福島県

３２熊本県１４島根県５０岐阜県１５２茨城県

３０大分県５５岡山県１２７静岡県６３栃木県

１８宮崎県１０９広島県１７１愛知県６１群馬県

３８鹿児島県３２山口県６７三重県２６４埼玉県

７沖縄県１８福井県２１９千葉県

全数 ４,３５４（令和７年１２月３１日時点）



認定薬局の状況について

「専門医療機関連携薬局」全国一覧
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１徳島県６滋賀県２３東京都１８北海道

０香川県１京都府１６神奈川県１青森県

３愛媛県１９大阪府１新潟県２岩手県

０高知県１０兵庫県０山梨県６宮城県

１２福岡県１奈良県７⾧野県１秋田県

２佐賀県０和歌山県３富山県４山形県

５⾧崎県０鳥取県１石川県１福島県

３熊本県１島根県３岐阜県８茨城県

２大分県３岡山県５静岡県４栃木県

１宮崎県６広島県１２愛知県２群馬県

３鹿児島県１山口県４三重県１４埼玉県

１沖縄県０福井県１６千葉県

全数 ２３３（令和７年１２月３１日時点）



全国及び佐賀県の認定薬局数（令和６年度時点との比較）

認定薬局の状況について

佐賀県全国

94,285R6.12.31時点

94,354▲R7.12.31時点

地域連携薬局

佐賀県全国

2207R6.12.31時点

2233▲R7.12.31時点

専門医療機関連携薬局（がん）
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認定薬局申請の概要について
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〇構造設備
１．利用者の服薬指導等の際に配慮した構造設備[地域:基準２-(1)、専門:基準３-(1)]

①相談窓口に椅子の設置
・全ての認定薬局が常時椅子を備えていた。

②利用者の目線や動線に配慮した配置
【地域連携薬局】
・個室を設置している薬局が多かった。
・その他パーションやロール式カーテンを設ける薬局があった。
【専門医療機関連携薬局】
・いずれの薬局も個室の相談窓口を設置していた。

③相談内容の漏洩防止に関する配慮
・TV等の音源の音量の調整や待合場所と相談窓口の距
離を取ることによる遮音措置を講じている薬局が多かった。

①相談窓口に椅子の設置
・常時椅子を備えていた。

②利用者の目線や動線に配慮した配置
・個室の相談窓口を設置していた。

③相談内容の漏洩防止に関する配慮
・個室相談窓口の設置やTVの設置により遮音措置を講じ
ていた。

新規で認定した2薬局（地域連携薬局2） 更新認定した9薬局（地域連携薬局7＋専門医療機関連携薬局2）



認定薬局申請の概要について

〇構造設備
１．利用者の服薬指導等の際に配慮した構造設備[地域:２-(1)、専門:基準３-(1)]

▼個室を使用 ▼パーテーションの設置及びテレビを設置し会話をマスキング

新規で認定した2薬局（地域連携薬局2）



認定薬局申請の概要について
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〇構造設備
１．利用者の服薬指導等の際に配慮した構造設備[地域:２-(1)、専門:基準３-(1)]

▼個室を使用する薬局▼パーテーションを使用する薬局

更新認定した9薬局（地域連携薬局7＋専門医療機関連携薬局2）



認定薬局申請の概要について

〇構造設備
２．高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造設備[地域:基準２-(2)、専門:基準３-(2)]

• 車いす利用者等が利用できる構造として、薬局内外の段差がない構造になっていた。
• 車いす利用者でも薬局が利用できるように、動線上の幅が確保されていた。
• 利用者の動線や利用するエリアを考慮した手すりが設置されている薬局が見られた。

新規で認定した2薬局（地域連携薬局2）



認定薬局申請の概要について
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〇構造設備
２．高齢者、障害者等の円滑な利用に適した構造設備[地域:基準２-(2)、専門:基準３-(2)]

・車いす利用者等が利用できる構造として、薬局内外の段差がない構造になっていた。
・車いす利用者でも薬局が利用できるように、動線上の幅が確保されていた。
・利用者の動線や利用するエリアを考慮した手すりが設置されている薬局が見られた。
更新認定した9薬局（地域連携薬局7＋専門医療機関連携薬局2）



認定薬局申請の概要について
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〇利用者の薬剤等の使用に関する情報を他の医療提供施設と共有する体制
１．会議への参加[地域:基準３-(1)、専門:基準４-(1)]
【地域連携薬局】
・更新した多くの薬局が地域ケア会議又は介護支援専門員が主催するサービス担当者会議に
出席しており、退院時カンファレンスに出席している薬局は、相対的に少なかった。
・新規の地域連携薬局については、一つの薬局については、地域ケア会議、介護支援専門員が
主催するサービス担当者会議、退院時カンファレンス全てに出席していた。もう一方の薬局は、介
護支援専門員が主催するサービス担当者会議に出席していた。

【専門医療機関連携薬局】
・いずれの薬局も佐賀大学医学部附属病院で開催されるがん治療に係る医療機関との会議に
出席していた。

認定薬局における会議の出席状況

出席率薬局数出席率薬局数

50％1100％7地域ケア会議

100％286％6サービス担当者会議

50％157％4退院時カンファレンス

▼地域連携薬局_更新（7薬局） ▼地域連携薬局_新規（2薬局）



認定薬局申請の概要について
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〇利用者の薬剤等の使用に関する情報を他の医療提供施設と共有する体制
2．医療機関との連携体制 [地域:基準３-(2)、専門:基準４-(2)]
・更新、新規のいずれの薬局（以下、「すべての薬局」という）も、服薬情報提供書を備えるなど医療機関に服薬
情報を提供する体制を備えていた。

3．医療機関への報告及び連絡実績 [地域:基準３-(3)、専門:基準４-(3)]
【地域連携薬局】
・すべての薬局が、報告及び連絡実績について以下の表のとおりで360回/年の基準を満たしていた。
・すべての薬局が外来患者及び在宅患者に関する報告及び連絡を実施していた。

報告及び連絡実績状況

平均（回）実施（回）薬局数最小値
（回）

最大値
（回）

中央値
（回）平均（回）実施率

（％）薬局数

415.583124051703812904.61007計
年
間
の
服
薬
情
報
提
供
実
績

00004647.4433入院
時

0.5110486.58.9574退院
時

211.54232158095161.71007
外来
受診
時

203.540723141597638726.61007
在宅
訪問
時

▼地域連携薬局_更新（7薬局） ▼地域連携薬局_新規（2薬局）
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〇利用者の薬剤等の使用に関する情報を他の医療提供施設と共有する体制
3．医療機関への報告及び連絡実績 [地域:基準３-(3)、専門:基準４-(3)]

【専門医療機関連携薬局】
・薬局で処方箋を応需しているがん患者のうち、医療機関に報告及び連絡を行った患者数・報
告及び連絡した情報提供回数は、以下の表のとおりであった。

４．薬局との連携体制[地域:基準３-(4)、専門:基準４-(4)]
・すべての薬局が服薬情報提供書を備えるなど、薬局に服薬情報を提供する体制を備えていた。

報告及び連絡した
情報提供回数

医療機関に報告又は連絡
を行った患者数

処方箋を応需してい
るがん患者数

211319タイヘイ薬局メディカルモー
ルおぎ店

23810タイヘイ薬局メディカルモー
ルしろいし店



認定薬局申請の概要について
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〇調剤及び薬剤の販売業務体制等
１．開店時間外の相談応需体制[地域:基準4-(1)、専門:基準5-(1)]
・医薬品情報提供書、薬袋、掲示物等に開店時間外の相談連絡先等を明記し、利用者に伝
えていた。

新規で認定した2薬局（地域連携薬局2）更新認定した9薬局（地域連携薬局7＋専門医療機関連携薬局2）



認定薬局申請の概要について

〇調剤及び薬剤の販売業務体制等
２．休日及び夜間の調剤応需体制[地域:基準4-(2)、専門:基準5-（2）]
【地域連携薬局】
・すべての薬局が、利用者からの調剤の求めに応じて24時間調剤応需できる体制を整えていた。
・24時間調剤応需可能であることを店舗外に掲示している薬局があった。

【専門医療機関連携薬局】
・いずれの薬局も利用者からの調剤の求めに応じて
24時間調剤応需できる体制を備えていた。

１年間の調剤実
績（平均）薬局数１年間の調剤実績

（最小値）
１年間の調剤実
績（最大値）

１年間の調剤実
績（中央値）

１年間の調剤実
績（平均）薬局数

239.521071202843678.67自局での対応

26

▼地域連携薬局_更新（7薬局） ▼地域連携薬局_新規（2薬局）
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〇調剤及び薬剤の販売業務体制等
３．他の薬局への在庫医薬品提供体制[地域:基準4-(3)、専門:基準5-(3)]
【地域連携薬局】
・すべての薬局が、薬局間における医療用医薬品の譲渡・譲受に関する手順書を作成し、医薬
品の提供体制を備えていた。

【専門医療機関連携薬局】
・いずれの薬局も、在庫として保管するがん治療に係る医薬品の提供に関する手順書を作成し、
医薬品の提供体制を備えていた。（地域連携薬局と重複）

１年間の提供実績
（平均）実施薬局数１年間の提供実績

（最小値）
１年間の提供実績

（最大値）
１年間の提供実績

（中央値）
１年間の提供実績

（平均）実施薬局数

8.5回22回218回69回96.1回7在庫医薬品の
提供

▼地域連携薬局_更新（7薬局） ▼地域連携薬局_新規（2薬局）



認定薬局申請の概要について
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〇調剤及び薬剤の販売業務体制等
４．麻薬の調剤応需体制[地域:基準4-(4)、専門:基準5-（4）]
【地域連携薬局】
・すべての薬局が、麻薬小売業者免許を有していた。
・新規の１薬局を除いて、過去１年以内に麻薬の調剤実績を有していた。

【専門医療機関連携薬局】
・いずれの薬局も、麻薬小売業免許を有していた。
（地域連携薬局と重複）

麻薬の調剤応需状況

１年間の調剤実績
（平均・中央値）薬局数１年間の調剤実

績（最小値）
１年間の調剤実
績（最大値）

１年間の調剤実
績（中央値）

１年間の調剤
実績（平均）実施率薬局数

405回27回242回66回78.9 回100％7麻薬の
調剤応需

▼地域連携薬局_更新（7薬局） ▼地域連携薬局_新規（2薬局）
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〇調剤及び薬剤の販売業務体制等
４．無菌製剤処理実施体制[地域:基準4-(5)]
【地域連携薬局】
・更新した５薬局が、自局に無菌製剤処理設備を備えており、1薬局が無菌調剤室の共同利
用により無菌製剤処理を実施していた。
・新規で認定した薬局には、無菌調剤室を備える薬局(系列店)を紹介することで対応している
薬局があった。
・無菌製剤処理設備として、新規1薬局が卓上のクリーンベンチを設置していた。

1年間の無菌製剤処理
実績無菌製剤処理実施率薬局数１年間の無菌製剤処理

実績（平均）無菌製剤処理実施率薬局数

0回0%（0薬局/1薬局）134.4 回20%（1薬局/5薬局）５自局で対応

--00回0%（0薬局/1薬局）1共同利用による対応

0回0%（0薬局/1薬局）10回0%（0薬局/1薬局）1他の薬局を紹介

無菌製剤処理対応状況

▼地域連携薬局_更新（7薬局） ▼地域連携薬局_新規（2薬局）



認定薬局申請の概要について
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〇調剤及び薬剤の販売業務体制等
４．無菌製剤処理実施体制[地域:基準4-(5)]
無菌調剤室構造設備概要

▼地域連携薬局_更新 ▼地域連携薬局_新規

新規で認定した残り１薬局は、
他の薬局を紹介して対応
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〇調剤及び薬剤の販売業務体制等
４．無菌製剤処理実施体制[地域:基準4-(5)]
無菌調剤室構造設備概要

▼地域連携薬局_更新
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〇調剤及び薬剤の販売業務体制等
５．医療安全対策[地域:基準4-(6)、専門:基準5-(5)]
・すべての薬局が、薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業への参加や医薬品に係る副作用等の
報告の対応を行っていた。

年間報告数薬局数年間報告数
（平均）実施率薬局数

-00.1回14.2%1医薬品に係る副作用等の報告

5回28.0回100%7薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析
事業への参加

-0--1その他の取組

▼地域連携薬局_更新（7薬局） ▼地域連携薬局_新規（2薬局）

※調剤事故防止研修会に参加

※



〇調剤及び薬剤の販売業務体制等
６．継続して１年以上常勤勤務している薬剤師の体制[地域:基準4-(7)、専門:基準5-(6)]
７．地域包括ケアに関する研修を修了した常勤薬剤師の体制[地域:基準4-(8)]
・１薬局当たり、常勤薬剤師数、そのうち継続して1年以上勤務する常勤薬剤師数、健康サポート薬局研修を修
了している薬剤師数は、以下の表のとおりであった。

8．がん専門薬剤師を常勤として配置している体制[専門:基準5-(7)]
・がんに関わる専門性の認定を受けた常勤薬剤師が、タイヘイ薬局メディカルモールおぎ店において４名、タイヘイ薬
局メディカルモールしろいし店に２名配置されていた。
・いずれも「地域薬学ケア専門薬剤師（がん）」もしくは「外来がん治療専門薬剤師」の認定を受けていた。

認定薬局申請の概要について

33

人数最小値最大値中央値平均値

9人2人10 人5人6.4 人常勤薬剤師数

7人2人9 人5 人5 人継続して１年以上勤務する
常勤薬剤師数

7人2人7 人4 人4 人研修を修了した常勤薬剤師数

▼地域連携薬局_更新（7薬局） ▼地域連携薬局_新規（2薬局）
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〇調剤及び薬剤の販売業務体制等
9．研修実施体制[地域:基準4-(9)、専門:基準5-(8)]
【地域連携薬局】
・すべての薬局で、勤務する全ての薬剤師に、e-ラーニングシステムや佐賀県薬剤師会等が実施
する外部研修を受講させる他、店舗内における内部研修への参加が計画されていた。
・中途採用等で新たに受講対象者が生じた場合は、店舗内で研修を実施する体制やe-ラーニ
ングシステムで研修を受講させる体制が整備されていた。

【専門医療機関連携薬局】
・いずれの薬局も、がんに係る専門的な薬学的知見に基づく指導等に必要な内容が学習できる
社内研修を年に２回以上実施し、薬局に勤務する全ての薬剤師が受講するよう計画されてい
た。



認定薬局申請の概要について
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〇調剤及び薬剤の販売業務体制等
10．他の薬局に対するがんに関する研修の実施[専門:基準5-(9)]
• すべての薬局で、年に１回、薬局主催の研修会の実施が計画されていた。

11．他の医療提供施設に対する医薬品の適正使用に関する情報提供
[地域:基準4-(10)、専門:基準5-(10)]

【地域連携薬局】
• すべての薬局で、薬物療法における医薬品の適正使用に関する情報や、同一薬効群における医薬品の特徴等

に関する情報が提供されていた。

【専門医療機関連携薬局】
• 抗がん剤の在宅での投与方法や安全性、安定性に関する情報や、がん治療に係る医薬品の適正使用に関す

る情報提供がされていた。
• 情報提供回数は、タイヘイ薬局メディカルモールしろいし店で２回、その他の薬局は1回であった。

医薬品の適正使用に関する情報提供状況

平均最小値最大値中央値平均

3.7回1 回11 回3回3.7回１年間の情報提供の
回数

▼地域連携薬局_更新（7薬局） ▼地域連携薬局_新規（2薬局）



〇居宅等における調剤及び指導を行う体制
1．在宅医療に関する取組実績[地域:基準5-(1)]
• 在宅医療の取組実績は、薬局間でばらつきが大きく、受け持ちの患者が多い薬局ほど、実績

が多い傾向にあった。

認定薬局申請の概要について

36

在宅医療の取組状況

患者数最小値患者数最大値患者数平均月平均値年最小値年最大値年中央値年平均値

10 人765 人144.7人52.9 回209 回1597 回440 回635.6回居宅等における調剤並びに情報の提供及び薬
学的知見に基づく指導実績

患者数最小値患者数最大値患者数平均月平均値年最小値年最大値年平均値（年中央値）

12 人164 人88人16.9 回81 回326 回203.5 回居宅等における調剤並びに情報の提供及び薬
学的知見に基づく指導実績

▼地域連携薬局_更新

▼地域連携薬局_新規



認定薬局申請の概要について
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〇居宅等における調剤及び指導を行う体制
２．医療機器の提供体制[地域:基準5-(2)]
・すべての薬局が、高度管理医療機器等販売業の許可を受けていた。

〇掲示
認定薬局の掲示[地域:基準7、専門:基準7]
・すべての薬局が、地域連携薬局等である旨及び地域連携薬局等の機能に係る説明を周知す
る薬局独自の掲示物を作成し、薬局内外の見やすい場所に掲示を行っていた。


